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東日本大震災に伴う放射能および化学物質汚染の 
将来予測と次災害試料アーカイブの整備 

代表者 上野大介 
（佐賀大学農学部） 

実施期間： 平成２４年度～平成２５年度（２年間） 
累積予算額： 36,580千円 

2011年6月 宮城県気仙沼市における試料採取の様子 1 



被災地調査の支援および災害試料アーカイブの整備 

・現地調査の支援 
・災害試料アーカイブ整備 

被災地調査の支援 

②研究体制 

震災に伴う化学汚染の影響評価と将来予測 

・研究統括 
・被災地における試料採取 
・環境試料の化学分析 
・「災害試料アーカイブ」の試料採取 

試料管理の依頼 

東北大学の気仙沼事務所
を拠点として活用 

代表・上野（佐賀大学） 

龍田（東北大学）  

サブテーマ（１）  

サブテーマ（２） 

東北大学の気仙沼事務所
を拠点として活用 
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③研究目的 
 東日本大震災によってもたらされた化学汚染物質（放射性物質
および有機化学物質と限定）を対象に 

サブテーマ-１ 
震災による汚染の検証と 
化学汚染レベルの将来予測 

サブテーマ-２ 
次災害に向けた平常時の 
「災害試料アーカイブ」整備 
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を実施した。 
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サブテーマ-１ 
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④本研究により得られた 
主な成果-1 
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「あの汚泥には何がはいってるのか？」 
被災者からの環境汚染に関する疑問 

調査時に採取した 
津波堆積物 

・環境省などによる
規制対象物質の分
析（ターゲット分析） 
・対象外の物質を見
落とす可能性 

2011年8月 宮城県気仙沼市における試料採取の様子 

津波堆積物中の化学物質については 
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約1000物質を検索可能な“GC-MSデータベース分析法”により 

の把握を目的とした 

津波堆積物中化学物質の検索と時系列変動 

津波堆積物中の化学物質：目的 



山の土壌 
（対照区） 

石油関連 

プラスチック 
関連 

津波堆積物-1 

28μg g-1 8.0μg g-1 

プラスチック関連 

0.59μg g-1 

震災直後（2011年6月）の津波堆積物から 
検出された物質の濃度割合 

石油関連 

津波堆積物-2 

→GC-MSデータベース法により約60物質が検出 

河北下 
中州 

プラスチック 
関連 

その他 その他 その他 石油 
関連 
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石油関連物質の高い割合 
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津波堆積物中石油関連物質（アルカン類） 
濃度の時系列変動 

津波堆積物-1 津波堆積物-2 

2011年 
6月 

2012年 
2月  8月 

2013年 
2月  8月 

2011年 
6月 

2012年 
2月  8月 

2013年 
2月  8月 

津波被災地 

山の土壌-2 山の土壌-1 

2011年 
6月 

2013年 
8月 

2011年 
6月 

2013年 
8月 

非津波被災地（対照区） 
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アルカン類の環境半減期は22～30ヶ月 

y = 0.95 e-0.023x 

y = 0.70 e-0.031x 



宮城県沿岸産二枚貝の放射能の時系列変動 

                

種類 採取地 採取日 
放射能 
(Bq/kg) 

  

            Cs-134 Cs-137 

貝類* 

  ムラサキイガイ 宮城県 気仙沼湾 2005年11月 ND ND 

マガキ 宮城県 気仙沼湾 2005年11月 ND ND 

ムラサキイガイ 宮城県 気仙沼湾 2011年6月 ND ND 

ムラサキイガイ 宮城県 気仙沼湾 2011年8月 ND ND 

ムラサキイガイ 宮城県 気仙沼湾 2012年2月 ND ND 

ムラサキイガイ 宮城県 気仙沼湾 2012年8月 ND ND 

                

*貝類は30個体以上を合わせて均質化したものを1試料とした 
ND: <3 Bq/kg 

海産生物の放射能は不検出 

震災以前 

16 
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宮城県河川水産物の放射能汚染による出荷制限 
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河川における放射能汚染の検証と時系列変動 
の把握を目的とした 

河川環境の放射能：目的 



アユ ウグイ 

エビ類 

コケ 

川底泥（Bq/kg乾重） 

28 Bq/kg 湿重 76 Bq/kg 湿重 

22 Bq/kg 湿重 

370 Bq/kg 乾重 

160 

河川環境中放射性Cs濃度の生物種間差（宮城県） 

摂食 
摂食 

摂食 

ヒゲナガカワトビケラ（幼生） 

54～96 Bq/kg 湿重 

カワゲラ類 
7.8 Bq/kg 湿重 

摂食 

放射性セシウム濃度（Cs134+Cs137） 

“トビケラウオッチ”を提唱し、広域および時系列調査に応用 10 



“トビケラウオッチ”による河川環境中放射能の 
 広域汚染地図 

群馬大学・早川由紀夫による汚染地図（八訂版、2013年2月１日） 
http://blog-imgs-54-origin.fc2.com/k/i/p/kipuka/0121A.jpg 

100Bq/kg 
Nd：1～9Bq/kg 

新田川 
下流 

新田川 
上流 

利根川 
水系 
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Cs134+Cs137 

トビケラは全国に分布 
上流から下流への移動 

2012～2013年 
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上流からの移動により低減が遅れる？ 
放射能の環境半減期は継続調査が必要 

2012年11月 2013年2月 2013年6月 

20ヶ月後 23ヶ月後 27ヶ月後 

福島県・新田川下流 

震災 

震災後の期間 

12 

*Cs濃度（Cs134+Cs137） 



サブテーマ-2 
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④本研究により得られた 
主な成果-2 



本震災の教訓： 
災害が直接的にもたらした化学汚染レベルを評価する
ためには、平常時の試料（対照区）が必須 

サブテーマ-2の目的 

 「次に起きる災害」に備え平常時
の試料を採取・保管し、配布体制の
確立を計画。 

そこで、 

（今回の震災では必要性を痛感） 

次災害の対照区試料の準備として 
「災害試料アーカイブ」を整備 
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例） 南海トラフ地震による震度の分布予想 
毎日新聞2012年08月29日 



環境試料の採取地点と”災害試料アーカイブ” 

災害時の対照区試料として配布可能 
15 



・環境中の化学物質汚染 
 各種物質濃度は震災直後に増加 
 それら物質濃度は１～５年で低減傾向 
 次災害対策として保管PCBの早期処理が望まれる 
 
 

・河川環境中の環境放射能汚染 
 広域・長期モニタリング手法としてトビケラウォッチを提案 
 ウエザリングにより上流から下流への移動が観察 
 減衰傾向は不明、河川環境の継続調査が望まれる 
 
 

・災害試料アーカイブ 
 次災害時の対照区試料として配布可能 

環境政策への貢献 
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国民に対する情報発信（新聞・メディア等） 

17 西日本新聞、2013年3月15日、第28面 

三陸新報（2014年1月31日、第7面） 


